


成瀬記念講堂は、 日本女子大学の倉U立から5

年後の 1906(明 治 39)年 、森村豊明会*の寄付

により建設されました。創建当時は教室棟と繋が

った大規模なもので、二階のバルコニー部分は図

書餅として兼用されていました。
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その後、1961(昭 和 36)年 に補修工事を行

ない、名称も日本女子大学の創立者成瀬仁蔵の

名を冠 して 「成瀬記念講堂」と定めました。

明治時代の洋風学校建築 として貴重な遺産

である本講堂は、1974(昭和 49)年 に文京区の

有形文化財第丁与た―指定されています。
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関東大震災にも耐えたステンドグラス。

演壇には高村光太郎作

の 「成瀬仁蔵胸像」(1933

年、ブロンズ)が 置か

れています。

高村光太郎が 14年 もの

歳月をかけて作 り上げ

た貴重な作品です。夫人

の智恵子は日本女子大

学の卒業生です。

講堂 で講義 を行

なう成瀬仁蔵。

建物 のデザ イン

には、成瀬 の希

望 が取 り入 れ ら

れてい るといわ

れています。

壇上にある三つの額は、創立

者成瀬仁蔵が書き遺した「三

綱領」(複製)で す。日本女

子大学の教育理念を表して

います。
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